
 
 
 
 

　総則・評価特別部会　取りまとめ（案）から　⑧ 

 

 

　　 

調整授業時数制度の具体化　その８ 

 
８　裁量的な時間全体の上限 

 
◆　裁量的な時間は、各教科等から生み出した時数を各教科等以外に充てるという性質を有する

とともに、今後全国の学校や教育委員会で効果的な取組や知見の蓄積が見込まれ、制度創設当

初から過大な時数が充てられることは望ましくない一方、今般の裁量的な時間の創設趣旨を十

全に果たせるようにすることを考えると、研究・研修等枠に最大 35 コマを確保した上で、学

習枠でも教育プログラムを年間を通じて計画的に実施することができるよう一定の枠を確保す

る必要がある。 

 

◆　研究・研修等枠を上限まで活用して取り組んでもなお、学習枠に計画的に取り組めるよう上

限を設定すべきと考えられることから、制度創設に当たっては、裁量的な時間全体として週当

たり２コマ（最大 70 コマ）程度を上限として設定し、施行状況を踏まえて必要に応じて見直

しを図ることが適当である。 

 

９　生み出せる調整授業時数の上限 
 
◆　　今般の調整授業時数制度は、既に多くの活用実績のある授業時数特例校制度（対象となる教科等

の 10％まで下回る事が可能）と同様の仕組みに加え、裁量的な時間等の実施も可能とするものであ

ることを踏まえ、生み出せる調整授業時数の上限、つまり標準授業時数を下回ることが可能な幅につい

ては、調整対象教科等の標準授業時数の10%以上で検討することが必要となる。 
 
◆　調整授業時数制度の創設趣旨を十全に果たせるようにすることを考えると、裁量的な時間に

最大 70 コマを充てた上でもなお、教科等の上乗せや新教科の創設を年間を通じて計画的に実

施することができるようにする必要がある。 
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第３２８号　　教育長　　儘田　文雄 

私の経営観 

 

 

 

 

  
 

※ 教育界の変化も激しい。従来のものにとらわれず、常に柔軟な発想で最善を目指したいものです。 

京セラ名誉会長、ＫＤＤＩ最高顧問、日本航空名誉顧問　稲盛和夫 
 

会社を経営するために、前例や常識など、これがなければならないという発想は私
にはない。ものの本質とは何か、ものの道理や価値や必要性とはどういうことか、常
に問いつつ経営を進めていくことが必要だ。 

 

　　　　　　　　　　出典：「稲森和夫一日一言　運命を高める言葉」（稲盛和夫著　致知出版社）


